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１　非イオン活性剤に対する無機塩類の効果について

は昨年発表したが，今回は同じ非イオン活性剤にC.M.C

を添加したものと，非イオン活性剤にNasPsOio C.M.C

の３成分配合の効果につき，前者は二元配置法により，

後者は５×５ラテン方格法により検討した結果を報告す

る。
2.　洗剤はポリエチレングリコールアルキルエーテル

型( 以下Ｐ Ｅ Ｇ と略) を 使用, c 実験 １〕PEG:  CM

Ｃの配分比はDi  100: 0, D2 80 : 20, D3 60:40, Di 40; 60,

Ds  2); 80, Dg 0 :100%,  濃度:CiO.01%,  C2 0.05％，C3O.I

%,  C4  0.3％，C5 0.5％繰返し3, 〔実験2 〕ＰＥＧ(Ａ)‥･

Ai  100, A280, As 60, Ai40,  A520 ％，NasPsOio(B)･ ‥B1

0,B2 2),  B3 40，B46O,   B5 80％，CMC(C) …CiO,  C22 ，

C3  4，C46, C5  8％，濃度0.3% 繰返数2, 洗 浄温度は40 士
re, 時間30分 ，以上の条件を標準木綿人工汚染布を用

い，攬絆型洗浄力試験機を用いて洗浄し，常法により洗

浄効率を出し有意差を検討した。

3. 〔実験１〕Ｄの主効果よ り有意差を み る とDi ～

Da 》D∂D4 ≫D5》De とな りD2 の0.3% ではDi よ り洗浄力

がよい。 CMC の配分比が多くなると洗浄力は劣るが，

それらをPEG のみの濃度に換算す る とD, を上回る洗

浄力を示す。〔実験２〕

とＡには有意差なく，

ＡＢＣの主効果の有意差をみる

ＢはB2 の洗浄力が高く,   cでは
Cj, C5 配分が概してよい。３成分系配合で洗浄力の優れ

ているものは，Ai Bs C3, Ai B2 C2, A2 B2 Cs, As B2

C4 ，

た 。

A. B, Cs で,   2成分配合より高い洗浄力 を示し


